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第 144 図　大井宿遺跡の地形と調査区（1/4,000)

Ⅰ　遺跡の立地と環境
　大井宿遺跡は、国道 254 号線川越街道沿いの旧大井の宿場範囲内にある。大井宿は全長約 1.5km で、
砂川堀右岸の標高 21 ～ 22 ｍの低位台地上に位置する。
　大井宿の南側約半分は大井氏館跡遺跡に含まれており、既に遺跡の登録がされている。2000 年に遺跡
範囲外の 2 ヶ所の試掘調査により、多数の遺構と遺物が確認されたため、2000 年 4 月 24 日付けで大井
宿の北側部分を新たに遺跡の範囲とし遺跡名を設けた。
　川越街道は江戸時代の寛永年間 (1624 ～ 1643) に整備された日本橋から川越に至る 11 里 ( 約 44km)
の道の呼称で、街道に存在した 6 つの宿駅 ( 上板橋・下練馬・白子・膝折・大和田・大井 ) の 1 つが大井
宿である。
　大井宿遺跡では 2020 年 4 月現在、20 地点で調査が行われ、中世～近代の遺構・遺物が検出されている。

Ⅱ　大井宿遺跡第 19 地点
（１）調査の概要
　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より 2019 年 1 月 7 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふ
じみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の南部に位置する。申請者と協議の結果、遺構の存
在を確認するため 2019 年 1 月 23 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 2m のトレンチ 1 本を設定し、重機による表土除去後人力による表面精査を行った。　

第 2 5 章  　大井宿遺跡の調査
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第 70 表　大井宿遺跡調査一覧表

第 145 図　大井宿遺跡第 19 地点遺構配置図（1/400)、土層 (1/60)

地区地点 所在地
調査期間                                          

(  ) は試掘調査
開発面積

( ㎡ )
調査面積
(  ) は試掘

調査原因 確認された遺構と遺物 備考 所収報告書

1 大井 1-2-22・23 (1999.8.9) 110 (110) 店舗 焼土、銭貨 町内Ⅸ
2 大井 1-6-1 (2000.3.14 ～ 28) 786 (222) 店舗 土坑、ピット、溝、陶磁器 町内Ⅸ
3 大井 1-6-8 (2000.7.7 ～ 13) 605 (150) 高齢者介護施設 溝、縄文土器 町内Ⅹ
4 大井 1-6-25 (2000.8.28 ～ 30) 122 (20) 個人住宅 土坑、溝、陶磁器 町内Ⅹ
5 大井 1-5-9 (2000.10.18 ～ 28) 781 (288) 駐車場 焼土、遺物なし 町内Ⅹ
6 大井 1052-1・2、1071 (2000.11.28～ 12.15) 2,300 (324) 共同住宅 土坑、溝、陶磁器 町内Ⅹ
7 大井 1-2-16 (2002.4.15・16) 257 事務所 土坑、溝、磁器 町内Ⅻ
8 大井 1-6-7 (2004.4.20) 282 個人住宅 遺構遺物なし 町内Ⅻ

9 大井 1-3-14・15
(2003.2.26 ～ 4.3)　
2004.7.30 ～ 9.3

1,617 宅地造成
集石、土坑、ピット、溝、穴蔵、井戸、
礎石、陶磁器 等

大調 21、町内Ⅻ

10 大井 1-3-16 (2004.9.21 ～ 10.6) 341 分譲住宅 土坑、ピット、遺物なし 町内Ⅻ

11 大井 1-5-5・11
(2004.12.10 ～ 20)　
2005.1.6 ～ 29

970 共同住宅
土蔵跡、土坑、ピット、大溝、溝、
井戸、穴蔵、陶磁器 等

大調 21、町内Ⅻ

12 大井 1-6-22 (2006.6.13 ～ 16) 2,664 (110) 店舗兼事務所 ピット、溝、井戸、陶器 等 市内 3

13 大井 1-3-32
(2006.8.21)　                   
2006.8.22 ～ 30

151 (60) 個人住宅 土坑、ピット、陶磁器 等 市内 3

14 大井 1-2-19・20 (2007.3.27 ～ 29) 944 (112) コンテナ
近世建物跡 1、土坑、ピット、井戸、
磁器 等

市内 3

15 大井 1-5-3 (2007.8.1 ～ 10) 429 (65) 個人住宅 土坑、ピット、大溝、陶磁器 市内 4

16 大井 1-5-11
(2010.3.15 ～ 18)　
2010.3.19 ～ 4.30

500.3 
(218)
150

共同住宅
土坑、ピット、溝、礎石、陶磁器 
等

市内 8

17 大井 1-5-16 (2013.5.14) 110.01 (15.9) 個人住宅 土坑、陶磁器 市内 18
18 大井 1067-1 の一部 (2017.11.9) 556 (39.75) 個人住宅 ピット、陶磁器 市内 24
19 大井字西原 1069-3 (2019.1.23) 428 (18) 個人住宅 土坑、陶磁器 市内 25
20 大井字西原 1081-8・9 (2019.10.24) 170.32 (13.84) 個人住宅 遺構なし、陶磁器 市内 25
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Ⅲ　大井宿遺跡第 20 地点
（１）調査の概要
　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より 2019 年 8 月 27 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が
ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北部に位置する。申請者と協議の結果、遺構の
存在を確認するため 2019 年 10 月 24 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1.5m のトレンチ 2 本を設定し、重機による表土除去後人力による表面精査を行った。
現地表面から地山ローム層までの深さは約 80 ～ 90 ㎝である。
　調査の結果、遺構は確認されなかったため、写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋戻し、
調査を終了した。

（２）遺構と遺物
　遺物は瀬戸美濃の磁器皿の破片である。型紙染付で、内面の文様は破片のため不明だが、外面は桜唐草
文を施す。19 世紀後半以降。

第 147 図　大井宿遺跡第 20 地点調査区域図 (1/300)、土層 (1/60)、出土遺物 (1/4)
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